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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： Nomadic Imagination:  

 Literary Form and the Politics of “Displacement” in D. H. Lawrence’s Later Works 

 学位申請者 水 田 博 子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 服 部 典 之 

  副査 大阪大学教授 片 渕 悦 久 

  副査 大阪大学准教授 山 田 雄 三 

                             副査 大阪大学准教授  石 割 隆 喜 

【論文内容の要旨】 

 本論文は Lawrence が後半生に海外放浪により近代的主体が前提とする思考を乗り越えようとしたことを、彼の

「位置ずらし」(Displacement)行為と捉え、この空間的・精神的 Displacement が彼の想像力を刺激し、新たな文

学を生み出していったという観点から、彼の後期作品を読み直そうとするものである。Lawrence の前期作品は「労

働者階級の小説」として高く評価されてきたことに対し、後期作品は先行研究では低評価なのだが、実は「生の

倫理」を描く存在論的な問いに迫るものだと主張される。Lawrence 後期作品は恣意的で抽象的非現実世界へ逃走

するものだとする先行研究に反論し、本論はそこに Lawrence の同時代への応答を読み込み、共同体への衝動とそ

れを具現化しようとする文学的営為を描く困難性を示しながらも、同時に方向転換を図る、より研ぎ澄まされた

形での挑戦を見て取ろうとする。 

 Lawrence にとっての「位置ずらし」は、彼の世界放浪とそれを作品にする行為により、常に流れ続ける欲望を

固定化しようとする勢力への抵抗戦略であったと主張される。そのように既存の文学様式を離れ新たな表現を獲

得する際に必要とされる想像力を、論者は「ノマド的想像力」という言葉で規定する。これは抽象的な理想を前

提にするのではなく、具体的な身体の未決定性を前提とした集団性というユートピア・ヴィジョンを、新たな政

治性の追求として読むものである。 

 第一章“The Woman Who Rode Away”の分析では、白人共同体から aboriginal America の部族共同体へ向かう場所

の移動と連動して、主人公の自己意識がどのように変容していくのかが論じられる。物理的な空間移動が、新た

な想像力を得ることと結びついており、それが西洋的価値観の転倒を要請すること、そしてその表現のためには

寓話という形式が必要であったことが考察される。第二章の The Plumed Serpent の分析では、西洋の他者として

の aboriginal America と西洋との関係が「他者の命令」という視点から考察される。本作品を低く評価する先行

研究と違い、メキシコの古代宗教の復活に対する主人公のアンビバレントな反応とその自問自答を、Lingis の「異

邦の身体」という概念によって読み直すことによって、自己に応答を強いる存在としての他者の問題が浮かび上

がった優れた作品だとする。第三章の The Lady Chatterley’s Lover の分析では、言語化を阻む身体の経験がいか



に言語化されるのかという点に焦点が当てられる。ロゴスに取り込まれない言語がいかに「声」として表現され

るのかが、Lawrence に特有の sexuality の描写において考察される。第四章では The Escaped Cock におけるキリ

スト教の「復活」神話の語り直しと、身体性の表現について論じる。Lawrence による身体の言語がキリスト教の

文脈を離れて、東方神話の文脈の中に移されることによって、キリスト教的倫理が自然の倫理へと移し替えられ

るとする。第五章では Lawrence の絵画論の分析を通して、絵画、文学双方における身体性の表現の共通点を探る。

20世紀初頭のモダニズムの時代には、さまざまな美術の潮流が現れたが、それらに影響を受けて Lawrence も自身

の芸術観を作り上げていったとし、新たな文学表現を模索する Lawrence 自身の方向性が考察される。第六章では

Apocalypse を詩的言語による政治の捉え直しの視点から論じる。この作品では個と社会の関係、共同体のありか

たなどが語られるが、本章では特に、アレゴリーとシンボルという二つの修辞技法の対立に焦点をあてる。生を

全体化しようとする欲望は、一つの語の意味を矛盾なく同定しようとするアレゴリー的な欲望と結びついている

と Lawrence は主張する。こうした欲望が一枚岩的な政治イデオロギーを生産することに対して、Lawrence はシン

ボルの多義性による解釈の複数性を対置し、そこから生じる conflict を新たなものが生まれる源泉と考える。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は Lawrence の後期作品を彼の空間的・精神的位置ずらし（Displacement）という観点から読み直し、そ

れを「ノマド的想像力」というタームを使うことで論じた意欲的な論文である。論者の長年の研究によって一貫

した興味と問題意識を持ち続けたことで、博士論文全体は統一感を持ち、Lawrence 後期作品研究に新たな側面か

ら光を投げかけており高く評価しうる。 

Lawrence の作品の一番大きな特徴は、人間も含めた物質の中に生気を読み取り、それを表現する言語なり形式

を探そうとする点にある。物質自体が持つリズムや肌合いを重視することは、表現の対象だけではなく、表現媒

体としての言語を重視することにもつながる。テーマとしての人間の身体性と、技法としての言語の身体性が密

接に絡みあっているのである。また決して同じところにとどまらず、常に動いてやまない vitality を追いかける

想像力として、作者にも読者にもノマド的想像力が必要とされる。本論文は、Lawrence がイギリスを離れて世界

を放浪した「自発的亡命」の時期に書かれた作品においてこうした特徴がはっきりと表れることを、各作品の個

別のテーマを通して明らかにし、それらはLawrenceが生きた時代への反応であると同時に、身体や物質への信頼、

キリスト教の超越的価値への批判、翻訳不可能な他者との共生の可能性、新たな民主主義に基づく共同体への希

求といった今日的問題にも通じるテーマであることを示し、現代のわれわれが Lawrence を読む意義の一端を明ら

かにするものである。 

ただし本論にも欠点がないわけではない。ロレンスのノマド的衝動がプリミティブなトポスに向くとするが、

神話的世界への逃走が西洋的価値観の脱構築に向かうとするのは、文明と非文明との二項対立の優劣を転覆させ

ただけのように見える。またタイトルで Literary form とあるがそのフォームが Lawrence にとって小説であった

必然性が説明されていない。また論者が重視する body も想定された「身体性」だけでなく、Lawrence の body 概

念には物質性すべてを包含する意味があると思われるが、その分析がない。 

ただし、このことによって本論の全体的価値が減ずるものではない。よって、本論文を博士（文学）の学位に

ふさわしいものと認定する。 


